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（法第28条第１項 関係）

2022年度　活動計算書
2022年12月1日から2023年3月31日まで

（単位：円）
科目

Ⅰ 経常収益
１．受取会費

正会員受取会費 9,000
２．受取寄付金

受取寄付金 2,104,808
３．受取助成金等

受取助成金 4,922,902
４．その他収益

雑収入(事業) 33,225
雑収入 11,581

経常収益計 7,081,516
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費

給料手当(事業) 1,469,730
通勤費(事業) 271,965
法定福利費(事業) 167,818

人件費計 1,909,513
その他経費

食品購入費(事業) 3,919,251
印刷製本費(事業) 192,276
消耗品費(事業) 345,789
燃料費(事業) 54,125
車両費(事業) 33,000
賃借料(事業) 126,115
高速道路代(事業) 9,520
旅費交通費(事業) 179,770
雑費(事業) 10,001
支払手数料(事業) 105,505
地代家賃(事業) 797,175
通信費(事業) 193,698
広告宣伝費(事業) 330,000
業務委託費(事業) 218,300
荷造運搬費(事業) 1,813,504
保険料(事業) 8,600
減価償却費(事業) 7,789

その他経費計 8,344,418
事業費計 10,253,931

２．管理費
その他経費

印刷製本費 56,845
業務委託料 687,000
広告宣伝費 380,000
接待交際費 5,400
旅費交通費 300
通信費 50,449
水道光熱費 31,422
備品・消耗品費 2,909
地代家賃 198,000
租税公課 950
支払手数料 53,071
減価償却費 341,192

その他経費計 1,807,538
管理費計 1,807,538

経常費用計 12,061,469
当期経常増減額 -4,979,953

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計 0

税引前当期正味財産増減額 -4,979,953
当期正味財産増減額 -4,979,953
前期繰越正味財産額 12,246,128
次期繰越正味財産額 7,266,175

金額

（１）

（２）

（1）

認定NPO法人セカンドハーベスト京都



（法第28条第１項「前事業年度の財産目録」）

2022年度　財産目録
2023年 3月 31日現在

（単位：円）
科目

Ⅰ 資産の部
１．流動資産

（現金・預金）
現　　金

一般現金 58,922
普通預金

京都銀行 520,000
ゆうちょ銀行（総合） 116,730
ゆうちょ銀行（振替） 6,534,683
預り金ゆうちょ銀行（総合） 86,148
GMOあおぞらネット銀行 52,946

現金・預金　計 7,369,429
（棚卸資産）

貯 蔵 品 113,000
棚卸資産　計 113,000

（その他流動資産）
前払費用 81,200

その他流動資産　計 81,200
流動資産合計 7,563,629

２．固定資産
有形固定資産

什器備品 401,227
有形固定資産計 401,227
無形固定資産

ソフトウェア 531,667
無形固定資産計 531,667
投資その他の資産

差入保証金 66,000
投資その他の資産計 66,000

固定資産合計 998,894
資産合計 8,562,523

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払費用 1,188,421
預 り 金 107,927

流動負債合計 1,296,348
負債合計 1,296,348
正味財産 7,266,175

認定NPO法人セカンドハーベスト京都

金額

（１）

（2）

（3）



認定NPO法人セカンドハーベスト京都 2023年3月31日現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日策定、2017年12月12日最終改定　ＮＰＯ法人会計基準協議会）に
よっています。

（１）．固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却しています。
無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却しています。

（２）．施設の提供等の物的サービスを受入れた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスを受入れは、「施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」として注記しています。

（３）．ボランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供は、「活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記して
います。

（４）．消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

【事業費の内訳】
事業費の区分、明細は別紙に添付します。

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】 [税込]　（単位：円）

金額
食品の提供 13,652,520 寄贈食品22,754.2kg×600円/1kgあたり
車両の提供 308,000 軽自動車レンタカーのマンスリー料金に12ヶ月を乗じた。
合計 13,960,520

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】

金額
ボランティア役務金額合計 555,632 延べ 133名　稼働時間574時間　時間給 968円で計算

【使途等が制約された寄付等の内訳】
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。当法人の正味財産は7,266,175円ですが、そのうち520,000円は翌期以降に
使用される財産です。したがって、使途が制約されていない正味財産は6,746,175円です。

[税込]　（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

520,000 520,000

2,106,385 2,106,385 0

3,525,027 3,525,027 0

合計 6,151,412 0 5,631,412 520,000

内容 備考

財務諸表の注記

内容 算定方法

内容 算定方法

ボランティア慰労費
公財）社会貢献支援財団
使用しなかった分の返済義務は無
い。残高は翌期以降に使用予定。

フードバンク活動
一社）全国フードバンク推進協議会
使用しなかった分の返済義務は有
り。

食のセーフティネット＆フー
ドパントリー

公財）福祉医療機構
使用しなかった分の返済義務は有
り。


